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況を調査し、第 1 章、第 2章を踏まえて、あるべき薬局機能の実現に向け
た方策を考察した。地域包括ケアシステムにおいて求められる薬局機能に
ついて、薬局としての体制と薬物療法に関与する資質の両面から現状での
実現状況を調査した。その結果、在宅医療への関わりなどの一部の機能を
除き、一般用医薬品の販売や健康相談応需などを含めた多くの機能は、す
 でに大部分の薬局で実施されていることが示され、薬局として体制と薬物
療法に関与する資質の両者ともに、提供する資質が確保されていることが
うかがえた。 
以上より、薬剤師法で規定された調剤、医薬品の供給、その他薬事衛生
の任務は、多くの薬局において提供されていることが示唆されたが、医薬
分業の進展とともに調剤機能が拡大したことで、薬局が機能を有していて
も、それを国民が気軽に利用するほどの状況ではないと考えられた。今後
は、薬局が有する機能を効果的に動かし、それが地域住民に十分に伝わる
ような仕組みが必要と考えられた。 
